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７ 右の図のように，底面が直角三角形の

三角柱があります。点Ｐは辺ＣＦを 2 等分

する点です。この三角柱を，3 つの点Ａ，Ｅ，

Ｐを通る平面で切断しました。このとき，

頂点Ｄをふくむ方の立体をＸとします。

次の文章は，太郎くんと次郎君が立体Ｘの

体積の求め方について話したものです。

(太郎) わたしは，台形ＡＤＦＰを底面とする四角すいＥ－ＡＤＦＰ

と考えて，体積を求めました。

(次郎) わたしは，三角形ＤＥＦを底面とする三角すいＰ－ＤＥＦと

三角形ＡＥＤを底面とする三角すいＰ－ＡＥＤに分けて，

体積を求めました。

このとき，次の各問いに答えなさい。

(1) 太郎くんが考えた式を，下のア～カの中から 1 つ選び，記号で答えなさい。

ア (6 ＋ 12)× 9 ÷ 2 × 9 ÷ 3 イ (6 ＋ 12)× 9 ÷ 2 × 15 ÷ 3
ウ (6 ＋ 12)× 12 ÷ 2 × 9 ÷ 3 エ (6 ＋ 12)× 12 ÷ 2 × 12 ÷ 3
オ (6 ＋ 12)× 15 ÷ 2 × 12 ÷ 3 カ (6 ＋ 12)× 15 ÷ 2 × 15 ÷ 3

(2) 右の図で，点Ｑ，点Ｒはそれぞれ辺ＢＥ，

辺ＣＦを 3 等分する点です。この三角柱を，

3 つの点Ａ，Ｑ，Ｒを通る平面で切断しまし

た。このとき，頂点Ｄをふくむ方の立体をＹ

とすると，立体Ｙの体積は何 cm ３ですか。
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(1) 太郎君の考えでは，

立体Ｘは，四角すいＥ－ＡＤＦＰで，

底面である台形ＡＤＦＰの面積は

ＰＦ＝ 12 ÷ 2 ＝ 6cm より，

(12 ＋ 6)× 12 ÷ 2 cm ２ で，

高さはＥＤ＝ 9cm なので，

体積は

(12 ＋ 6)× 12 ÷ 2 × 9 ÷ 3
となる。よって，ウ です。

(2) 立体Ｙを右図のように，

四角すいＱ－ＡＤＦＲと

三角すいＱ－ＥＦＤに切り分けると，

四角すいＱ－ＡＤＦＲの体積は

ＲＦ＝ 12 ÷ 3 ＝ 4cm より，

(4 ＋ 12)× 12 ÷ 2 × 9 ÷ 3
＝ 16 × 12 ÷ 2 × 9 ÷ 3
＝ 288cm ３ 。

三角すいＱ－ＥＦＤの体積は

ＱＥ＝ 12 × ＝ 8cm より，

9 × 12 ÷ 2 × 8 ÷ 3 ＝ 144cm ３ なので，

立体Ｙの体積は 288 ＋ 144 ＝ 432cm ３ です。
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